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●多摩市

VLP活用のねらい
不登校の児童・生徒へ個々の状況に合った学びの場・居場所を提供
日本語指導を受けている児童・生徒へ学びの場・居場所を提供

対象生徒・児童
不登校の児童・生徒
日本語指導を受けている又は受けていた児童・生徒

運営時間
平日 ８時から１８時まで※土日祝はお休み
月 １５時から１７時まで コアラタイムオンライン
水・木 １３時から１６時まで なんでもおはなし会
夏休み８回 １３時半から１５時まで、１５時半から１７時まで

冬休み４回 １０時から１１時半まで、１５時から１６時半まで

活用方法
コアラタイムオンライン
スーパーバイザーである高等学校教員による毎回テーマを設けたSST
なんでもおはなし会
心理学部の大学院生との対話やゲーム等、様々な交流
日本語指導
講師による、母語等を用いての日本語指導や支援等の交流

【前期】
前期から後期にかけて、通年、ＶＬＰの３Ｄ仮
想空間の中で、現実世界の適応教室のコアラタ
イムをVLPでも企画し、毎週行うイベントでは、毎
回テーマを設けたソーシャルスキルトレーニングを実
施したり、部屋の中で歓談したりゲームをする等、
様々な交流を行った。
心理学部の大学院生と対話する、部屋の中で
ゲームをするイベントを行う等、様々な交流を行っ
た。
【後期】
令和６年度は、小中学校の教職員に対し、小
中学校出前説明会を実施した。（令和７年３
月現在、１４校で実施。）
出前説明会実施後、１３件の新規アカウント申
し込みがあった。
・出前説明会の内容
VLPとデキタスの説明１５分
教職員の操作体験１５分

活動・取組み内容活用方針
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成果/好影響・次年度以降の方針・利用者の声

●多摩市

児童・
生徒

• イベントを目的に同じ時間帯に入室したこと
がきっかけで、小学生１名と中学生1名が仲
良くなり、ＶＬＰ空間内で頻繁に待ち合わ
せをするようになった。児童・生徒の間に東京
都の支援員が入り、2カ月間交流が続いて
いる。児童・生徒と東京都の支援員の３人
で好きなアニメやゲームの話、趣味の話をした
り、ＶＬＰ空間内で鬼ごっこ等のゲームをして
いる。

教職員や
保護者等

成果/好影響

次年度以降の方針

 児童・生徒は自分の生活に合わせて、好きなタイミングで、入
室や退出をすることができるため、個々の状況に合った学びの
場・居場所となった。

 VLPの空間が三次元であることから、人のアバターや各種アイテ
ム等の大きさや動きなどをよりリアルに体感することができた。ま
た、多様なアバターのリアクションによって豊かな表現を行うことで、
相談員や、他の児童・生徒と、臨場感のある交流を実現した。

 毎回テーマを設けたソーシャルスキルトレーニングを行い、スーパーバ
イザーである高等学校教員と児童・生徒が様々なプログラムに
楽しみながら取り組むことで、対人関係における基礎的なスキル
を習得できるようにした。

 小中学校で、教職員に対する、出前説明会の実施を継続し、
教員各自がVLPが必要な児童・生徒に適切な説明ができるよ
うにしていく。

 教育センターおよび発達支援室の相談員による相談場面での
活用を促進する。児童・生徒に対するサービスの周知として、学
校に対して対象へのチラシの配布を依頼している。併せて、実際
に家庭に出向くSSWが、家庭訪問で児童・生徒に対してチラシ
を用いて説明し、実際にVLPを体験できるようにする。

 仮想空間に来室したことで出席の評価を行う仕組みづくりを検
討する。仮想空間での滞在時間やチャットでのやり取りなどの
基準について、教育委員会の関係部署で協議する。

利用者の声

• 教職員：学校から不登校に悩む保護者へ、
市からの支援を紹介する際に、VLPやデキタ
スを案内することで、「学校に行けなくても、
他の子どもと同じように学習することができ
る。」と安心感を与えることができる。
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